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オ ン ラ イ ン ・コ ミ ュニ テ ィ に お け る 消 費 者 の

ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 行 動

玉 置 了

概要 我 々は 自らのアイデ ンテ ィテ ィを形成す ることを求めて消費を行 うことが ある。我 々

の消費によ るア イデ ンテ ィテ ィは,消 費によ る自己 イメー ジの構築 と消費者間の 自己 ・他者

との相互作用によ って形成 され る。 本稿では,第1に 今 日の消費者 はこう した2つ の行動を

オ ンライ ン ・コ ミュニテ ィで行 うことでアイデ ンテ ィテ ィ形成を実現す るということを明 ら

かにす る。 次に,オ ンライ ン ・コ ミュニテ ィにお ける消費者の アイデ ンテ ィテ ィ形成 には,

単にアイデ ンテ ィテ ィ形成 とい う自己志向の意識だ けで はな く,他 の消費者 との情報交換関

係に とどま らない心的交流を もつ関係性 とい う意識が伴 うということを明 らか にす る。

AbstractTheauthorfocusesontheactofconsumer'sidentityformation.Anin-

dividualformshisconsumptionidentitybymeansofbuildinghisself-imageandin-

teractionprocesswithhimselforothers.Thispaperanalyzesconsumer'sIdentity

formationprocessinonlineCommunity.First,Weclarifyconsumer'sidentityfor-

mationthroughthesetwobehavioronlineCommunity.Second,Consumer'siden-

tityformatilDninonlinecommunitycontainsnotonlyself-orientedmindsuchas

identityformationbutother-orientedmindsandrelationshipwithotherconsumer.

キ ー ワー ド イ ン ター ネ ッ ト,コ ミュニ テ ィ,消 費,ア イ デ ンテ ィテ ィ,関 係 性

原 稿 受 理 日2007年5月18日

41(41)一



第54巻 第1号

1.は じ め に

自分なりのライフスタイルや消費スタイルを創造するなど,製 品の所有ではなく製品の

利用経験によって,個 性を表現 したり,生 きがいを実現するという消費が現代の消費者の

特徴的な意識として指摘されるようになって久 しい。現代の消費者は自己の価値観に従っ

て取揃えたモノを自分な りに創意工夫 して消費することによって自己の存在価値を実感す

る,つ まりアイデンティティ(1)を形成するのである。 しか し,人 々の価値観が多様化 した

といわれる現代において,消 費者が独自の消費スタイルを築き上げたり,ユ ニークな消費

経験をすることは困難である。というの も,ま ず1つ に他の誰とも異なる製品の使いこな

しのためには多様な情報が必要とな り,よ り高度な使いこな しを求めるほど,そ こでは製

品の使用や取揃えに関わる様々な問題に直面するか らである。さらに,自 己の存在価値を

実感するには,そ の創 り上げた消費スタイルを支持 して くれる他者の存在,そ して自身で

その価値に確証をもつことが求め られるが,人 々の価値観の多様化は,消 費に対する価値

観の共有をも困難とした。そこでは,消 費する自己を披露 し,自 己の存在価値を支持 して

もらう関係を構築 するのも難 しく,ま た自身でその価値の妥当性を確信するの も困難だと

いう問題にも現代の消費者は直面するのである。すなわち,現 代における消費によるアイ

デンティティ形成には,他 者 との関係のなかで,自 己の差異性を追求する行為でありつつ,

一方で独自の使いこな しのための情報源やその消費スタイルを披露 し
,支 持 し合うという

関係(コ ミュニティ)と いう相反する要素が要求されるのである。

今 日の消費者のアイデンティティ形成は,自 己の存在価値を示す象徴的意味を持つ製品

を購買 ・所有するというよりも,購 買後に自分なりの使いこな しや取揃えをすることに

よって実現する行為だと言える。そして,こ のような今日的な消費者のアイデンティティ

形成がいかにして実現するのかということは製品の購買に至 るまでのプロセスの解明を中

心課題 としている現代の消費者行動論では充分に明らかにされていない。

一・方
,現 実の消費者行動に目を向けると,イ ンターネット時代 とも呼ばれる今 日におい

て,消 費者 はある製品やブランドを紐帯 としてオ ンライ ン空間上のコミュニティを形成

し,そ の製品やブランドに関する情報や想いを盛んにや りとりす るようになった。さら

(1)ア イデ ンティテ ィとは,自 分を 自分た ら しめてい る自我の性質で あ り,他 者の 中で 自己が独 自

の存在であ ることを認め ると同時 に,自 己の生育史か ら一貫 した 自分 ら しさの感覚を維持で きて

い る状態であ ると定義 されてい る。(鐘 ・山本 ・宮下[1984])

42(42)



オ ンライ ン ・コ ミュニテ ィにおけ る消費者のア イデ ンティテ ィ形成行動(玉 置)

に,そ う した 消 費 に 関 わ るイ ン タ ラ ク シ ョンを 通 じて,消 費 者 同士 の 情 報 交 換 関 係 を 超 え

た,心 の つ な が りを も った 人 間 関 係 が 生 まれ て い る。 そ う した コ ミュニ テ ィの 形 成 とそ こ

で の 情 報 行 動 や 関 係 構 築 行動 は,現 代 の 消 費 者 意 識 と重 ね 合 わ せ て み る と,ア イデ ンテ ィ

テ ィ形 成 過 程 に お け る諸 問題 の解 決 の た め に 行 わ れ る とい う,現 代 的 な ア イデ ンテ ィテ ィ

形 成 の姿 と も考 え られ る。 そ こで,本 稿 で は,そ う した オ ン ラ イ ン ・コ ミュニ テ ィ(2)にお

け る現 代 の 消 費者 の 行動 を ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 過 程 とい う視 点 か ら明 らか にす る。

II.消 費 によるアイデ ンテ ィテ ィの形成 を巡 る先行研究

1.消 費 に よ る ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 プ ロセ ス

本 稿 で は,現 代 の消 費 者 が ア イ デ ンテ ィテ ィを形 成 す るた め の 一 行 動 と して,オ ンラ イ

ン ・コ ミュ ニ テ ィへ の参 加 を位 置 づ け る。 そ こで 本 節 で は,ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 の実 現

に 関 わ る先 行 研 究 の レ ビュ ー を行 う。 そ の た め に,ま ず 消 費 に よ るア イ デ ンテ ィテ ィ形成

は い か に して 実 現 す る の か と い う そ の 枠 組 み を 明 確 に した う え で 議 論 を 進 め よ う。

GrubbandGrathwohl[1967]ら は,消 費者 は シ ンボ ル と して の 財 が もつ 意 味 を 自 らに

映 し,そ れ を 自身 で認 識 し,ま た重 要 な他 者 か らの望 ま しい反 応 を得 る こ とで,自 己 の 存

在 を支 持 し,そ の価 値 を よ り高 い もの とす る と述 べ た。 こ こで は 自己 の 存 在 を 支持 し,そ

の価 値 を よ り高 い もの とす る と い う表 現 を,ア イ デ ンテ ィテ ィを 形 成 す る と同義 と と らえ

て議 論 を進 め る。

こ の よ うに考 え る と,消 費 者 が,ア イ デ ンテ ィテ ィを形 成 す るた め に は,ま ず 製 品 が持

つ イ メ ー ジやGrubbら の議 論 の前 提 に はな い が,前 項 で触 れ た よ う な消 費 経 験 に よ って

自 己 の 存 在 価 値 の 基 盤 と な る(1)自 己 イ メー ジ を 構 築 す る こ と が まず 求 め られ る。 そ し

て,Grubbら に よれ ば,(2)自 己 ・他 者 と の相 互 作 用 に よ って,自 己 の 存 在 価 値 を 実 感 す る

こ と に よ っ て ア イ デ ンテ ィテ ィを形 成 す る の で あ る。

2.消 費によるアイデンティティ形成を研究

(1)自 己 ・製品イメージの適合性を巡る研究

人は消費によって,自 己の存在価値を形成する。 このことは極めて今日的な消費行動と

(2)オ ンラ イ ン ・コ ミュ ニ テ ィと は,オ ンラ イ ン上 で 「利 用者 が 共 通 の 関 心 の テ ー マ の も とに 集 い,

コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを す る社 会 空 間(場)」(宮 田[2005])で あ る。 本 稿 で は,あ る特 定 の 製 品

カ テ ゴ リや ブ ラ ン ドを紐 帯 と した コ ミ ュニ テ ィを オ ン ライ ン ・コ ミュニ テ ィ と呼 ぶ 。
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思 わ れ るか も知 れ な い けれ ど も,古 くか ら人 は消 費 に そ う した意 味 を求 め て き た。 消 費 者

行 動 や マ ー ケ テ ィ ング研 究 の分 野 で は,Levy[1959]の 消 費者 は製 品 の象 徴 的意 味 を 自 ら

の 意 味 の 拡 張,自 己定 義 の た め に行 うと い う指 摘 に そ の端 緒 を 見 る こ とが で き る。 以 後,

1960年 代 ～70年 代 を 中心 に現 代 に至 る ま で,消 費者 は 自 らの イ メ ー ジ と適 合 す る イ メ ー ジ

を持 つ 製 品 を 選 択 す る と い う研 究 が な され て きた(3)。こ れ らは 消 費 者 の 購 買 動 機 を説 明す

る こ とを 目的 と した研 究 が ほ とん どで あ る。 しか し,そ こ か らは 消 費者 は製 品 が もつ イ

メ ー ジを 自 らに投 影 す る こ とに よ って,自 己 の存 在 価 値 の 基盤 とな る 自己 イ メー ジを構 築

しよ うと い う行 動 を取 る とい う含 意 を 見 る こ とが で き る。

(2)我 が 国 に お け る現 代 の 消 費社 会 を巡 る議 論

我 が 国 で,1990年 代 以 降 と りわ け 指摘 さ れ る も う一 つ の 消 費 に よ るア イ デ ンテ ィテ ィ形

成 の 実 現 様 式 が,自 分 な りの ラ イ フ ス タ イ ル や 消 費 ス タ イ ル を 創 造 に よ る ア イ デ ンテ ィ

テ ィ形 成 で あ る。

我 が 国 で は1970年 代 後 半 以 降,人 々 は,消 費 に お い て 自己 の 価 値 観 に 基 づ い た 生 活 の 創

造 や そ の豊 か さを追 求 す る と指 摘 され る(4)よう に な る。 そ こで は,自 分 な りの 消 費 ス タイ

ル の 創 造 の た め に 消 費 者 は 様 々 な 製 品 を 取 揃 え(5),ま た そ れ らを 使 い こな し,応 用 ・編

集(6)す る こ とに よ って,自 分 な りの生 活 を創 造 す る よ うに な った と盛 ん に 指 摘 され る。 そ

の背 後 に は ス テ ー タス性 ・ブ ラ ン ド性 の 高 い単 一 の 製 品 を 所 有 し,そ れ らの 製 品 が 持 つ 象

徴 的 な意 味 を 自 らに投 影 し,そ の こ とに よ って 自己 の 存 在 価 値 を 高 め るの で は な く,単 一・

の製 品 で あ って も,そ の製 品 を 自分 な りに使 い こな す とい う こ と,も し くは 様 々な 製 品 を

取 揃 え創 造 した 自分 な りの 消 費 ス タ イ ル に よ って ア イ デ ンテ ィテ ィの 基 礎 とな る 自己像 を

創 りあ げ よ う と い う消 費 者 の 意 識 の 変 化 が 見 て と れ る。 しか し,い ず れ の議 論 に お い て

も,い か な る プ ロ セ ス を経 て現 代 の 消 費者 が独 自の 消 費経 験 を 経 て ア イ デ ンテ ィテ ィを 形

成 す る か とい うこ とは論 じ られ て い な い。

(3)こ う した研 究 は,現 実 自己(Birdwell[1968]な ど)や 理 想 自 己(Dolich[1969]な ど)を は

じめ と して 社 会 的 自 己 と の 製 品 イ メ ー ジ との 一 致 や,状 況 性 を 視 野 に入 れ た 研 究 が な され て い

る。 こ う した研 究 の レ ビュ ー につ い て はSirgy[1982],竹 濱[1994],竹 濱[1997],玉 置[2004],

玉 置[2005]な ど を参 照 の こ と。

(4)村 田 ・井 関 ・川 勝 編 著[1979],小 島[1985],陶 山[1993],和 田[1988],上 原[1999]な ど

を 参 照 。

(5)田 村[1989],田 村[1996]を 参 照 。

(6)星 野[1984]を 参 照 。
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(3)象 徴的消費研究における議論

そうした独自の消費経験によるアイデンティティ形成のメカニズムを解明する手がかり

として1980年 代の象徴的消費研究をあげることができる。例えば,製 品の熟練や創造,知

識の習得が自己を拡張するという議論ω,よ り具体的に,新 居の建設における創造的行

為(8)やスカイダイビングにおける高 リスク消費(9),急流下 りにおける挑戦的行為や技術の

向上⑩が自己概念の強化や自己定義など自己にポジテ ィブな影響をもた らす と指摘され

る。さらに,加 えて,複 数の製品の消費行為 という視点から見て,モ ノの蒐集は個人を独

自の存在とするという指摘(ll)や自己のライフスタイルと一貫 して合致する文化的意味を

もった製品群の取揃えは自己概念を維持す る(12)などとされる。ただ し,こ うした研究で

は,ア イデンティティという語は用いられていない。 しかし,そ こからは消費者の消費経

験による自己概念の強化や維持といった表現には,ア イデンティティの基礎 となる自己像

の価値を高め維持するという含意が見てとれる(13)。

3.先 行研究の検討と本稿の課題

以上のような消費によるアイデンティティ形成を巡 る研究をみると,そ こにはいくつか

の課題が浮かび上がる。まず1つ 目に,極 めて今日的な,独 自の消費経験によるアイデン

ティティ形成のプロセスが理論的に解明され尽 くしていないということがあげられる。前

項であげた,象 徴的消費研究では,そ の手がかりとなる概念がい くつか提起されているも

のの,こ れらの研究では,消 費にける経験がもつ意味それ自体に焦点が当てられており,

それらの経験が消費者のアイデンティティ形成に意味をもたらすまでに,い かなる消費者

の行動が行われるのかということが明らかにされていない。前節の議論に従えば,現 代の

消費者が独 自の消費経験によってアイデンティティを形成するためには,ま ず消費のため

の情報が必要になる。前節で明らかにされている,製 品に対する熟練や創造的消費,挑 戦

的消費,一 貫 した製品の取揃えを実現するためにも,情 報は必要不可欠となろう。現代の

消費者のアイデンティティ形成を解明するためには,そ こでの情報探索がいかにして行わ

れるかということを明らかにすることが求められる。2つ めに,自 己 ・他者との相互作用

(7)Belk[1988]

(8)ClaiborneandOzanne[1990]

(9)Celsi,Rose,and,Leigh[1993]

⑩ArnouldandPrice[1993]

(ll)Belk[1995]

⑫SolomonandAssael[1987],McCracken[1988]

(③ こ う し た象 徴 的 消 費 と ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 に つ い て は玉 置[2004],玉 置[2005]で 詳 しい

レ ビ ュー が な され て い る。

-45(45)一



第54巻 第1号

の問題である。本節の初めにとりあげた,Grubbら によれば,消 費者がアイデンティティ

を形成す るには,消 費によって創 りあげた自己イメージに基づ く自己の存在価値の高 さ

を,自 己で確認 し,ま た他者から支持を得ねばな らない。既存の研究では,こ うした自

己 ・他者 との相互作用がいかにして実現するかということについてはほとんど論 じられて

こなかった。 しかし,前 節でも論 じたように,人 々の価値観が多様化 し,他 者と消費に関

わる価値観が共有できない,ま た自身でもその価値の確信を持つことが困難な現代におい

て,そ の問題をいかに解消して,ア イデンティティを形成するのかということは,現 代の

消費とアイデンティティの問題を論 じる上で重要な課題となろう。

そこで,本 稿では,現 代の消費者のオンライン空間における行動に着目し,そ こで消費

者がアイデンティティ形成過程における自己イメージの構築 と自己 ・他者との相互作用の

実現のために行動するということを明らかにする。

皿.研 究 仮 説

1.ア イ デ ン テ ィ テ ィ形 成 と オ ン ラ イ ン ・コ ミ ュ ニ テ ィ

この よ うな オ ン ラ イ ン空 間 が 人 々の 自己 実 現 や ア イデ ンテ ィ テ ィ,ま た生 きが いを 生 み

出 す とい う こ と は,社 会 学 や 心 理 学 にお け るオ ン ラ イ ン空 間 に関 す る これ まで の 研 究 に お

い て 幾 度 も指 摘 さ れ(14),オ ン ラ イ ン空 間 が社 会 に お け る人 々の 心 理 に もた らす影 響 の1つ

と して 大 き く取 りあげ られ て きて い る。 しか し,そ こで の 指 摘 の 多 くは,オ ンラ イ ン空 間

にお け る コ ミュニ ケー シ ョ ンそ れ 自体 が,ネ ッ ト ・ユ ー ザ ー と して の ア イ デ ンテ ィテ ィを

形 成 す る上 で 意 味 を 持 つ と い う議 論 で あ った とい え る。 また,マ ー ケ テ ィ ングや 消 費 行 動

に関 連 して,古 川 ・電 通 デ ジ タル ライ フ ス タ イル研 究 会編[2001],石 井 ・厚 美 編[2002],

池 尾 編[2003]で も この オ ン ラ イ ン ・コ ミュニ テ ィ にお け る生 きが いの 創 造,自 己実 現 が

そ の 効 用 や 動 機 と して 指 摘 され て い るが,そ れ が ネ ッ ト ・ユ ー ザ ー と して の 自己 実 現 や 生

きが い と して 論 じた もの な の か,本 稿 で そ の 焦 点 とす る消 費 に よ る ア イデ ンテ ィテ ィ形 成

を 論 じた もの な の か そ の 言 明 は な され て お らず,ま た 後 者 だ と して も,そ の メ カニ ズ ム は

論 じられ て い な い 。 しか し,こ れ らの 議 論 か ら見 て,オ ン ラ イ ン ・コ ミュニ テ ィが,現 代

の 個 人 の ア イデ ンテ ィテ ィ形 成 に深 く関 与 す る とは 考 え られ よ う。 で は,本 稿 で と りあ げ

α4)我 が国では1990年 代半ばか ら,本 稿 が対 象とす る掲示板 だけでな く,Web日 記な どの開設に関

す る議論 も含 む もので あるが,社 会心理学 の分野 にお いて,Webサ イ トにお けるネ ッ ト・ユー

ザーの情報 発信を 自己表現 とい う視点か らとらえる研 究が進 め られてきた。 池田[1977],山 下 ・

川浦 ・川上 ・三浦[2005]な どを参照の こと。
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る,独 自の 消 費 経験 に よ る現 代 の 消 費者 の ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 は,オ ン ライ ン ・コ ミュ

ニ テ ィに お い て い か な る過 程 を 経 て 実 現 す るの か,本 節 で はそ の 点 に関 わ る仮 説 を 検 討 し

て み た い 。

2.自 己 イ メ ー ジ構 築 の た め の オ ン ライ ン ・コ ミ ュニ テ ィにお け る情 報 探 索

(1)独 自の 自己 イ メー ジの 構 築 の た め の 情 報 探 索

前 節 で は,消 費 者 の ア イデ ンテ ィテ ィ形 成 プ ロ セ ス は 自 己 イ メ ー ジ の構築 と 自 己 ・他 者

と の相 互 作 用 と い う2つ の プ ロセ ス か らな る と した 。 本 稿 で は,こ の 消 費 者 の ア イ デ ン

テ ィテ ィ形 成 過 程 に お け る,自 己 イ メ ー ジ の構築 と自 己 ・他 者 との コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの

た め に消 費 者 は オ ンラ イ ン空 間 で 製 品 を巡 る情 報 交 換 を行 う と考 え る。

ア イ デ ンテ ィテ ィの定 義 に よれ ば,ア イ デ ンテ ィテ ィの基 盤 とな る 自己 イ メ ー ジは,独

自の存 在 と して の 自己 と一 貫 性 を持 った 自己 とい う2つ の要 素 が求 め られ る。 ま ず,独 自

の製 品 の使 い こな しや取 揃 え,ま た そ の応 用 ・編 集 に よ って 自己 の 存 在 価 値 を 高 め るた め

の 消 費 を行 うに は,膨 大 な情 報 が必 要 とな る。 そ して,オ フ ライ ンの 世 界 にお け る雑誌 や

メー カ ー,ま た販 売 員 や 周 囲 の ロ コ ミか らの情 報 は,消 費 者 の こ う した 欲 求 に は到 底 耐 え

う る もの で な く,ま た これ らの情 報 は一・般 的 過 ぎて 独 自性 の 追 求 と い う点 か ら見 て も消 費

者 に と って そ の 魅 力 は 低 い もの とな ろ う。 そ して,消 費 者 はオ ンラ イ ン ・コ ミュニ テ ィを

形 成 しそ う した 情 報 を 交 換 す るの で あ る。

オ ンラ イ ン ・コ ミュニ テ ィで は,故 障 した 製 品 を 自分 で 修 理 す る方 法 や,ま た機 能 や 性

能 を強 化 す る た め に,初 心 者 が 行 う と危 険 で あ った り,ま た メ ー カ ー の保 証 も得 られ な い

よ うな 製 品 の 改 造 方 法 な ど を教 え あ う とい う行 動 が よ く見 られ る。 前 節 に お い て 消 費 者

は,製 品 の利 用 技 術 の 向上 や挑 戦,ま た創 造 的行 為 や知 識 の習 得 とい う,い わ ば 自己 を 向

上 させ る行 為 に よ って独 自の 自己 イ メ ー ジを構築 す る と述 べ た。 現 代 の 消 費者 は こ う した

自己 を独 自の存 在 と して 向上 させ る行 為 を生 活 の 中 で 複 合 的 に経 験 す る こ とに よ って 自己

イ メー ジを 構築 す る と言 え よ う。

つ ま り,こ の 自 らの身 体 に も危 険 を及 ぼ す 可 能 性 の あ る情 報 が や りと り され る背 景 に

は,自 分 で 製 品 を 修 理 ・改 造 し,他 者 よ りも上 手 く製 品 を使 い こ なす こ と に よ って,よ り

強 い 自 己 イ メー ジを 構築 しよ う とす る意 図 が あ る と考 え られ る。 他 に も,オ ンラ イ ン ・コ

ミュニ テ ィで は,製 品 の利 用 に は全 く不 必 要 な製 品 の技 術 的 な仕 組 み や 内部 構 造 な ど に関

す る情 報 交 換 も な され,そ こ で は,そ の 消 費 に関 して は誰 よ り も詳 しい,と い う 自 己 イ

メ ー ジを構 築 した い とい う意 図 が 見 て取 れ る。 さ らに製 品 の修 理 や性 能 の 強化 な どに よ っ
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て,自 分なりに設定した目標や理想の達成やその挑戦の過程それ自体も,自 らの価値を確

認する上で重要となると考えられる。

(2)一 ・貫性をもつ取揃えのための情報探索

アイデンティティの形成には,自 らを独 自の存在 として向上 させるだけでな く,一・貫 し

た自分 らしさの感覚が求められる。 自己の行為の一貫性は,自 己の感覚を安定させ維持す

るために不可欠の要素であり,単 に誰 もしないような個性的な消費をするだけでは,安 定

したアイデンティティは形成され得ないのである。一方で,一 貫 した取揃えは自己の個性

を強める手段となり,自 己を独自の存在とするのに役立つ。つまり,一 ・貫 した取揃えはア

イデンティティの安定のみならずそれを強化する役割を果たすと考えられる。消費におい

てそれは前節で見たように,自 己のライフスタイル と一貫 して合致する製品の取揃えに

よってなされると考えられる。

オンライン ・コミュニティにおいては,紐 帯となる製品のみな らずその関連製品に関す

る情報も交換される。そうした情報はその製品の機能を強化する際に,部 品同十の機械的

な相性を知る上でも有用となろう。一方で,デ ジカメで撮影 した画像と共に,愛 車の ドレ

スアップや自らの部屋の様子といった感性的な情報も交換 されているように,消 費者はそ

こで自分なりに製品を取揃え ・編集 し,自 らのこだわりによる一貫性を持った自己イメー

ジを構築するそのモデルを学ぶための情報探索を行 っていると考えることができる。

3.自 己 ・他 者 の相 互 作 用 の場 と して の オ ンラ イ ン ・コ ミ ュニ テ ィ

消 費 に よ る ア イ デ ンテ ィテ ィの形 成 に は,こ う した 自 己 イ メ ー ジの構築 の み な らず,自

己 ・他 者 との 相 互 作 用 が 必 要 にな る と先 に述 べ た 。

こ こで,先 のGrubbら の モ デル を再 び検 討 す れ ば,他 者 か らの望 ま しい反 応 を 得 る上

で,ま た 自 らの 存 在 を 確 認 す る とい う側 面 にお い て も,シ ン ボル とな る消 費 の 意 味 は 社 会

に お い て 認知 ・共 有 され て い る こ とが そ の前 提 と され る。

しか し,消 費者 が個 性 や独 自性 を求 め 出 した結 果,人 々 の価 値 観 が 多様 化 した と今 日で

は盛 ん に指 摘 され る。 そ の よ うな社 会 で は消 費 の意 味 の共 有 が 阻害 され,前 節 の よ うに し

て 自己 イ メ ー ジを構築 した と して も,ア イ デ ンテ ィテ ィを形 成 しよ う とす る消 費 者 は,そ

の 価 値 を他 者 に理 解 して も らい,ま た 自身 で そ の妥 当性 を確 認 で き な い と い う問 題 が 残 さ

れ る。 現 代 の 消 費 社 会 と 自 己探 求 に つ いて 論 じた 山 崎[1984],山 崎[2000]も ,価 値 観

の 多 様 化 は,自 己 顕 示 と 自 らの 趣 味 ・欲 望 の 妥 当 性 の 確 認 を 困 難 な もの に して い る と指 摘
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し,そ こで氏はその解消の道筋 として,似 た価値観を持つ人々による 「社交」の場によっ

て,人 はその選別と主張を互いに支持 しあい,自 己を探求すると提示する。

現代においてオンライン・コ ミュニティは山崎の言 う消費の相互批評を行う社交の場 と

して機能 し,消 費者はそこで自らの消費の成果を自慢 したり,ま たその反応 としての他者

からの評価や意見によってアイデンティティを形成すると考え られる。例えば,消 費者

は,掲 示板やメンバー紹介のページなどにおいて,創 意工夫を凝 らして改造 した愛車や

PCの 仕様などを披露 しあい,互 いに評価を交わ し合う。さらに消費者同士の相互扶助 も,

回答者が自らの知識を提供することは質問者を支援するだけでな く,自 らのユーザーとし

ての有能 さ,優 位性を他者に示す ことにつながろう。その反応としての感謝の言葉は,消

費者のアイデンティティ形成により一層の強い影響を及ぼす。 また,他 者から直接反応を

得なくとも,自 らの消費を披露 し,誰 かがそれに感心 している様子を想像することもその

形成につながると考えられる。

さらに,実 生活の場において周囲にその消費に関する価値観の合う他者がお らず,自 ら

の趣味やセンスの正 しさが自己確認できないということもあろう。こうした孤独で不安な

消費者が,自 らが所有する製品に関する高い評価や好意的な熱い思いを綴った投稿を読ん

だ り,ま た自分と同 じようにその製品を使ってアイデ ンティティを形成 しようとする同士

と出合うことは,自 らの消費の意味を自己確認できる機会につながる。消費者のアイデ ン

ティティ形成とは,他 者とは違った消費であろうとする一方で,そ の消費の意味を確認 し

あえる他者を求める行為であると言える。そうした相矛盾する欲求を解消する装置として

オンライン・コミュニティは機能するのである。

4.オ ン ラ イ ン空 間 に お け る心 のつ なが りを も っ た人 間 関係 の構 築

さ らに本 稿 で は,ア イ デ ンテ ィテ ィを形 成 す る た め に 消 費者 は,オ ン ライ ン ・コ ミュニ

テ ィで 情 報 探 索 や 自己 表 現 とい う 自 己 利 益 に基 づ い た 行 動 を と るだ け で な く,ア イ デ ン

テ ィテ ィ形 成 プ ロセ ス の一 過 程 と して オ ンラ イ ン ・コ ミュニ テ ィに お け るユ ー ザ ー 間 の心

的交 流 を伴 った 関係 そ の もの が重 要 な役 割 を 果 た す とい う こ とを 明 らか にす る。 オ ン ライ

ン ・コ ミュニ テ ィで は しば しば ユ ー ザ ー 間 の情 報 交 換 だ けで は な く,日 常 の 不 安 や 悩 み,

ま た喜 び を分 か ち 合 った りな ど心 的 交 流 を 伴 った 関 係 が 生 まれ る。 そ う した 消 費 者 間 の 関

係 は,消 費者 の ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 と無 関 係 で はな い。 む しろ,上 述 の よ う に,今 日の

消 費 者 の アイ デ ンテ ィテ ィ形 成 とい う行 為 は,製 品 利 用 の創 意 工 夫 と い っ た困 難 な行 為 で

あ り,価 値 観 の 多 様 化 した 中 にお け る 自 己表 現 と い う不 安 な行 為 を伴 う。 そ う した なか で
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消費者はアイデンティティの形成行為の一環 としてそれぞれの消費の意味を心から分かち

合えるオンライン空間での消費者間の関係を求め,ア イデンティティを形成すると考えた

のである。

IV.調 査 の 設 計

1.調 査 の方 法 と対 象

前 節 の議 論 を ま とめ る と,消 費者 は ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 過 程 に お い て,オ ンラ イ ン ・

コ ミュ ニ テ ィを(1)独 自 の 自 己 イ メ ー ジの構築 の た め の情 報 源 と して,(2)一 貫 性 を持 っ た 自

己 イ メ ー ジ の構築 の た め の情 報 源 と して,(3)自 己 ・他 者 と の相 互 作 用 の た め の場 と して 活

用 す る た め に オ ンラ イ ン ・コ ミュニ テ ィを活 用 す る と考 え る。 本 稿 で は,オ ンラ イ ン ・コ

ミュニ テ ィに参 加 す る消 費 者へ の ア ンケ ー ト調 査 を行 い,消 費 者 は ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成

動 機 を もっ て,オ ンラ イ ン ・コ ミュニ テ ィに参 加 す る と い う こ と を確 認 し,そ して ア イ デ

ンテ ィテ ィ形 成 動 機 は,コ ミュニ テ ィの 形 成 意 識 に強 い 影 響 を 及 ぼ す こ とを 明 らか にす

る。 調 査 の 対 象 は,い ず れ も一般 の 消 費者 が 開設 し,製 品 に関 わ る議 論 を す る こ とを 目的

と した,12の コ ミュニ テ ィの 参 加 者378名 で あ る。 調 査 期 間 は2003年8月25日 か ら同 年10

月10日 で あ る。 調 査 は管 理 者 の 協 力 を得 た 上 で1.当 該 コ ミュニ テ ィの トップ ペ ー ジな

い し掲 示 板 に ア ンケ ー ト ・ペ ー ジへ の リン ク を掲 載 す る,2 .筆 者 自身 が 掲 示 板 に依 頼 の

投 稿 を 行 う とい う形 で 行 った 。

2.消 費 に よ る ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 尺 度 の 構 築

ア ンケ ー トで は,消 費者 が オ ン ライ ン ・コ ミュニ テ ィで情 報 交換 を 行 う動 機 に つ い て,

消 費 に よ るア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 とい う視 点 か ら問 お う と した。 しか し,消 費者 個 人 は,

日々 強 い意 識 を持 って 消 費 に よ るア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 の実 現 を 目指 して い る とい うよ り

も,漠 然 と無 意 識 に近 い状 態 で そ れ を行 って い る可 能 性 が高 い。 そ こで,本 調 査 で は,前

節 で得 られ た考 察 を も とに消 費 者 の ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 過 程 に お け る行 動 的側 面 か ら尺

度 を構 成 し,13の 質 問項 目(5点 尺 度)設 定 した(図 表1参 照)。

(1)独 自 の 自 己 イ メ ー ジ ・一 貫 性 を もつ 自 己 イ メー ジ構築 動 機 に基 づ く情 報 探 索

前 節 で は,消 費 者 の ア イデ ンテ ィ テ ィ形 成 過 程 にお け る 自己 イ メ ー ジの 構 築 段 階 にお い

て,消 費 者 はオ ンラ イ ン ・コ ミュニ テ ィで 製 品 の 使 い こな しや 取 揃 え の た め に情 報 探 索 を
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行 う と した。 本 調 査 で は,前 章 で の議 論 に基 づ き,オ ンラ イ ン空 間 に お け る消 費 者 の情 報

探 索 動 機 と して以 下 の質 問項 目を設 定 した。 まず,個 性 的 な製 品利 用 や購 買 の た め の情 報

探 索動 機 と して 図表1に お け る(1)(2)(11)⑫⑬ の質 問項 目を設 定 した。 次 に製 品 に 関す る知 識

の習 得 や製 品利 用 の熟 達 の た め の情 報 探 索 動 機 と して 図 表1に お け る(3)～(5)を設 定 した。

さ らに,様 々 な製 品 を取 揃 え,応 用 ・編 集 す る こ とに よ って一・貫 した 消 費 ス タ イ ル を構

築 す るた め の情 報 探 索 動 機 と して 図表1に お け る(6)(7)の項 目を設 定 した。

(2)自 己 ・他 者 との相 互 作 用 の た め の場 と して の 参加

消 費者 は 消 費 に よ るア イ デ ンテ ィテ ィを形 成 す る上 で,構 築 した 自己 イ メー ジを表 現 す

るた め に,オ ン ライ ン ・コ ミュニ テ ィで情 報 発 信 を 行 い,自 らが 製 品 を 利 用 す るそ の姿 や

成 果 を披 露 した り,テ ー マ とな る製 品 に対 す る熱 い 想 い を語 りあ う と前 節 で述 べ た。 す な

わ ち,自 己 ・他 者 との相 互作 用 の た め の場 と して の オ ン ライ ン ・コ ミュニ テ ィに参 加 す る

とい う こ とを検 証 す るた め に本 調 査 で は,図 表1に お け る(8)～⑩ の 質 問項 目を設 定 した。

3.オ ンラ イ ン空 間 に お け る 消 費 者 間 の 心 的 交 流

前 節 で 述 べ た オ ン ライ ン ・コ ミュニ テ ィに お け る消 費 者 間 の 心 的 交 流 と消 費者 の ア イ デ

ンテ ィテ ィ形 成 との 関 係 を 見 るた め に ア ンケ ー トで は,他 の 参 加 者 に対 す る心 的 関 係 に 関

す る意 識(図 表2:a～c),コ ミュニ テ ィ 自体 に 対 す る感 謝 や 貢 献 の 気 持 ち(図 表2:d,

e),製 品情 報 の非 重 視 と人 間関 係 重 視 の意 識(図 表2:f)を 問 うた。

V.分 析 と 考 察

1.消 費 に よ る アイ デ ン テ ィ テ ィ形 成 欲 求 の 充 足 と オ ン ラ イ ン ・コ ミュ ニ テ ィ

まず,消 費 に よ る ア イ デ ンテ ィ テ ィ形 成 過 程 に お け る独 自 の 自 己 イ メ ー ジの 構 築 と一 貫

性 を持 っ た 自 己 イ メ ー ジの 構築,自 己 ・他 者 と の相 互 作 用 と い う3つ の動 機 の た め に,消

費 者 は オ ンラ イ ン ・コ ミュニ テ ィに お いて 消 費 者 の情 報 交 換 を行 う と い う こ と を確 認 す る

た め に,問 う た質 問 項 目 に対 す る回 答 に対 し因子 分 析 を行 った。 そ の結 果3つ の 因子 が 抽

出 さ れ た(図 表1)。

ま ず,第1因 子 を み る と,そ れ は オ ンラ イ ン ・コ ミュニ テ ィで情 報 探 索 を行 い,ア イ デ

ンテ ィテ ィ形 成 に お い て 自己 イ メ ー ジ構築 しよ う とす る動 機 と して解 釈 で き る。 ま た今 回

の結 果 で は,前 章 で指 摘 した,独 自の 自己 イ メ ー ジ構築 と,取 揃 え に よ る一 貫 性 を も った
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図表1オ ンライ ン ・コミュニテ ィに対するアイデ ンテ ィテ ィ形成動 機に対 する質問項 目と因子 分析

に基づ く結果

○設問:あ なたが当該 コ ミュニテ ィに参加す る理由をお教え

下 さい。

(3)い ろいろその製品 に関す る知識 を増 やす ことで,自 分

自身 を高めたいか ら。

(1)他 人 と比べ て とい うこ とでは ないが,自 分な りの個性

的な製 品利用の方法 を知 りたいか ら。

(2)そ の製品 を使 う上で,自 分 な りに描 いてい る目標 や夢

があ って,そ れを成 し遂 げるために情報収 集を したいか ら。

(7)製 品に関する ことは,徹 底的に こだわ りたい と思 い,そ

のために様 々な情報 を入手 したいか ら。

(6>情 報を集 めて製品 に自分 な りに手 を加えた り,関 連 す

る製 品を購 入 して,自 分 な りの生 活をつ くり上 げたいか ら。

(4)身 の回 りの知人 ・友 人よ り製 品を上手 く使 いこなせ るよ

う製品に関す る情報 を手 に入れたいか ら。

(5)そ の製品 に関 して詳 しい ことは,周 囲 において 自身 の

ユニー クな特徴 なので,そ の こ とを高め るために情報収集

を したい。

(8)自 分の製 品利用 の成果 を他 のネ ッ ト・ユーザーに見せ た

り話 した りして評価 して もらいたいか ら。

(9)自 分 の製 品利用 の成 果を他 のネ ッ ト・ユ ーザーに見せ た

り自慢 した りしたいか ら。

⑩ その製品 を愛用 していることが本 当に良 い選択 なのか,

好 みやセ ンスが 間違 って いないのか とい うこ とを確かめ た

いか ら。

(13)製 品や関連製 品を 「購入す る」上 で,自 分 自身 や身 の

回 りの友人が持 ってい る情報 では もの足 りず,ネ ッ ト上で

情報 を入手 ・交換 したいか ら。

(ll)製 品を 「高度 に使 用す る」上 で,自 分 や身 の回 りの友

人 の情報で はもの足 りず,ネ ッ ト上で情報を入手・交換 した

いか ら。

⑰ 製 品の 「基 本的な使 い方を知 る」上 で,自 分 自身 や身

の 回 りの友人が持 ってい る情報 では もの足 りず,ネ ッ ト上

で情報を入手 ・交換 したいか ら。

固有値

第1因 子

圃
團
團
國
團
國

團
0.070

0.067

一 〇
.074

一 〇
.250

0.181

0.082

4.476

第2因 子

一 〇
.107

0.127

0.059

0.049

一 〇
.171

0.127

一 〇
.012

圃
囮

圃

0.142

一 〇.036

0.104

1.394

第3因 子

一 〇.091

一 〇.209

一 〇
.013

0.105

0.349

0.064

0.270

0.008

0.033

0.148

灘灘

璽

羅 鞭

1.362

α= 0.822 0.778 0.614

最尤法:プ ロマ ックス回転

因子相関行列

因子 1 2 3

1 1.00 0.44 0.43

2 0.44 1.00 0.26

3 0.43 0.26 1.00
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図表2ア イデ ンテ ィテ ィ形 成動機 と人間関係の構築に対する意識 との関係

設問:コ ミュニ テ ィやメ ンバー に対す る意識 や

感情の うち,以 下の項 目は どの程度 当てはま り

ますか?

a.コ ミュニ テ ィの 他 の 参 加 者 と共 に,自 分 が 嬉

しい と きは 喜 び合 い,自 分 が 困 った と き は,

その 気 持 ちを 理 解 しあ い た い と思 う。

b.こ の コ ミュニ テ ィの 仲 間 同 士 で,お 互 い に 助

け合 っ て 製 品 を 使 う こ と を 楽 しみ た い と思

う。

c.コ ミュニ テ ィの 他 の 参 加 者 が 困 って い る と,

何 とか して あ げた い と思 う。

d.こ の コ ミ ュニ テ ィ に は 恩 や 感 謝 の 気 持 ち を

感 じて い る。

e.コ ミュニ テ ィ の ス ム ー ズ な 運 営 や コ ミュ ニ

ケ ー シ ョンを 円滑 にす るた め に,自 分 が 出 来

る こ とが あ れ ば 協 力 した い と思 う。

f.自 分 は,単 に ネ ッ ト上 で 他 の 人 と交 流 が した

い た め に コ ミュニ テ ィ に参 加 して い るの で,

製 品 に 関 す る情 報 の 入 手 や 交 換 は そ れ ほ ど

重 要 で はな い。

第1因 子

平均値

高群

3.93

4.07

4.20

4.33

4.07

1.58

低群

3.18

3.30

3.63

3.66

3.41

1.51

t値

6.81***

7.59***

6.18***

6.40***

6.47***

0.82

第2因 子

平均値

高群

3.82

3.96

4.14

4.11

3.91

1.76

低群

3.29

3.40

3.70

3.88

3.57

1.33

t値

4.70***

5.32***

4.70***

2.04***

3.23***

5.49***

***p< .001

n=378

自己 イ メー ジの 構築 とい う2つ の 隔 て られ た 動 機 が 明 確 に位 置 づ け られ な か った 。 これ は

製 品 の取 揃 え が ア イ デ ン テ ィテ ィの一 貫 性 の 維 持 と い うよ りは,GrabbandGrathwhol

[1967]が,自 らを さ らに価 値 あ る もの に しよ う とす れ ば,自 らの 行動 を さ らに組 織 化 し,

一一貫 した もの に しよ う とす るで あ ろ う と し
,ま た 別 の 意 味 で,Belk[1988]も,蒐 集 と い

う行 為 に着 目 し,そ れ は差 異 的 な 意 味 を もた らす とす る よ うに,独 自 の 自 己 イ メ ー ジの 構

築 の た めの 手 段 と して と らえ られ た こ と に起 因 す る た め と考 え られ る。 ま た第2因 子 は,

自 己 ・他 者 との 相 互 作 用 動 機 と して 解 釈 で き よ う。 第3因 子 につ い て は,因 子 間相 関 か ら

見 て これ らの要 素 もア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 に お け る イ メ ー ジ構 築 と して の情 報 源 と して の

動 機 と関 連 はす るが,そ れ よ り もこ こ で は,ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 とい う意 図 とは離 れ た

単 に製 品 を購 買 ・利 用 す る上 で の情 報 探 索 とい う動 機 と して解 釈 で き る。 ま た,尺 度 の信

頼 性 を 検 討 す る た め,α 係 数 を 算 出 した と こ ろ,第1因 子 で α=0,822,第2因 子 が α=

0.778,第3因 子 が α=0.614と な った 。

この結 果 か ら,オ ンラ イ ン空 間 に お け る情 報 探 索 は,自 分 な りの 消 費 ス タイ ル の 創造 や

そ の製 品 を他 者 よ り も上 手 く使 い こな せ る こ とに よ る独 自の 自己 イ メー ジの 構 築 の た め に
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行 わ れ,ま た 構 築 した 自 己 イ メー ジを 自分 自身 で 確 認 した り,ま た 他 の 消 費 者 に評 価 して

も らう と い う 自 己 ・他 者 との 相 互 作 用 の た め にオ ン ライ ン ・コ ミュニ テ ィ に参 加 す る とい

う前 節 で の理 論 的 考 察 が 確 認 され た と いえ よ う。

2.ア イデ ン テ ィテ ィ形 成 動 機 が も た らす 人 間 関 係 の 構 築

次 に,1で み た オ ンラ イ ン ・コ ミュニ テ ィに対 す る消 費 者 の ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 動 機

が,そ の コ ミュニ テ ィで の心 的 交 流 の生 成 に対 して もた らす 影 響 を検 討 す る。 先 に ア イデ

ンテ ィテ ィ形 成 動 機 と して 示 され た第1因 子,第2因 子 それ ぞれ の因 子得 点 に基 づ いて,

各 回答 者 を ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 動 機 の 高 低2グ ル ー プ に分 類 し,前 節3で 設 定 した 人 間

関 係 の構築 意 識 を測 る た め の質 問 項 目ご と に,そ の 平 均 値 の 差 の検 定 を行 った(な お,高

群 と低 群 の ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 動 機 の差 は 両 因 子 に 基 づ く グル ー プ と も5%水 準 で 有

意)。 そ の 結 果,ア イ デ ンテ ィ テ ィ形 成 動 機 を 高 く も って オ ン ラ イ ン ・コ ミュニ テ ィで コ

ミュニ ケ ー シ ョ ンを行 う とす る と い うグ ル ー プが,総 じて高 い心 のつ なが りを持 った人 間

関係 意 識 を 持 つ と い う結 果 が 示 さ れ た(図 表2)。 以 上 の よ う に,オ ンラ イ ン ・コ ミュニ

テ ィに対 す る消 費 に よ る ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 動 機 は,オ ンラ イ ン ・コ ミュニ テ ィその も

の を も生 成 ・維 持 しよ う とい う意 識 を生 み だす ので あ る。 こ の オ ンラ イ ン ・コ ミュニ テ ィ

を生 み 出 そ う とい う意 識 は,ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 の実 現 の た め の働 きか け と無 関 係 で は

な い。 前 節 で は,消 費 者 が 自分 な りの消 費 ス タ イル の 創 造 に よ る 自 己 イ メ ー ジを構 築 す る

に は,様 々 な不 安 や 問 題 を抱 え,そ れ を解 決 す る こ とが 求 め られ る と述 べ た。 ま た,そ の

解 決 に は大 き な喜 びや 達 成 感 が 伴 うで あ ろ う。 そ う した問 題 をオ ンラ イ ン ・コ ミュニ テ ィ

に よ って解 決 す る こ と,ま た解 決 して くれ る と い う期 待 が,コ ミュニ テ ィに お け る他 者,

さ らに は コ ミュニ テ ィ自体 へ の ポ ジ テ ィブ な意 識 に繋 が るの で あ ろ う。 も う一 つ の 解 釈 と

して,ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 の実 現 の 場 と して の オ ンラ イ ン ・コ ミュニ テ ィは,消 費 者 個

人 に と って,自 己 の存 在 価 値 を認 めて くれ る場 で あ り,そ の よ うな 他 者 や 集 団 に対 して ポ

ジ テ ィブ な意 識 を生 み 出す と考 え られ る。 そ して,そ の よ うな 期 待 と成 果 に基 づ いて,消

費 経 験 に よ って ア イ デ ンテ ィ テ ィ を形 成 しよ う とす る現 代 の 消 費 者 はオ ンラ イ ン ・コ ミュ

ニ テ ィを形 成 す るの で あ る。

以 上 の よ う紐 帯 とな る製 品 に よ って アイ デ ンテ ィテ ィを 形 成 しよ う とす る消 費 者 に と っ

て オ ン ラ イ ン ・コ ミュニ テ ィ は,他 者 よ り も優 れ た 存 在 価 値 を もつ た め の情 報 探 索 を 行

い,ま た 消 費 の 成 果 を 自慢 した り披 露 す る場 で あ る。 そ して,コ ミュニ テ ィ にお け る他 の

参加 者 は 同 じ製 品 や ブ ラ ン ドを も って ア イ デ ンテ ィテ ィを 形 成 しよ う とす る人 々で あ り,
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互 いの 存 在 価 値 を 競 い合 う相 手 で も あ る。 しか し,彼 らは 同時 に,一 個 人 で は とて も得 ら

れ な い製 品 に対 す る知 識 を 共 有 し,時 に共 に問 題 解 決 を行 うパ ー トナ ー で あ り,さ らに は

互 いの 存 在 価 値 を 認 め 合 う関 係 な の で あ る。 こ う した関 係 が 現 代 の消 費 者 の ア イ デ ンテ ィ

テ ィ形 成 に は必 要 と され るの で あ ろ う。

VI.本 研究から得 られた示唆と今後の課題

1.現 代 の 消 費 に対 して 持 つ 含 意

消 費 者 は独 自の 消 費 経 験 に よ る ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 過 程 に お い て,そ の実 現 の た め に

オ ンラ イ ン ・コ ミュニ テ ィに お いて 情 報 交 換 を行 い,独 自の 自己 イ メ ー ジを構 築 し,ま た

さ らに オ ンラ イ ン ・コ ミュニ テ ィに お いて 自 己 ・他 者 との相 互 作 用 を行 い,ア イ デ ンテ ィ

テ ィを 形 成 す る。 さ らに は そ う した 消 費者 の ア イ デ ンテ ィ テ ィ動 機 は,オ ン ラ イ ン ・コ

ミュニ テ ィそ の もの を も形 成 す る と い うこ とを本 稿 で は 明 らか に した。 この こ とは,現 代

の消 費者 行 動 を論 じる上 で次 の よ うな含 意 と課 題 を持 つ 。

(1)独 自の消費経験によるアイデンティティ形成過程のメカニズム

本稿の冒頭において,現 代の消費者は単一の製品やブランドの購買や所有ではなく,自

らの価値観に従 って取 り揃えた多種多様な製品の使いこなしや創意工夫によってアイデン

ティティを形成するということを指摘 した。また,そ のようなアイデンティティの形成過

程が理論的に解明されていない中で,本 稿の議論は,そ うした現代的な消費によるアイデ

ンティティ形成の姿を明らかにしたものだといえる。現代における消費者のアイデンティ

ティ形成 という行為には,他 者 とは異なる独 自の存在価値を高めたいという個に対する欲

求と,価 値観の多様化した消費社会において,消 費に関する情報の共有や価値観を共有し

たいという他者に対する欲求という,相 反する欲求の充足が求められ,そ れを実現する関

係をオンライン空間で形成するのである。

また本稿では,消 費者がアイデンティティを形成する場として,オ ンライン空間に焦点

を当てた。 しかし,現 代の消費者のアイデンティティ形成過程における本質的な部分であ

る,使 いこな しのための情報探索と自己 ・他者との相互作用の場を求め,関 係を構築する

という行動は,オ ンライン空間にとどまらず,オ フラインの空間でも適応することができ

る。今後は,ア イデ ンティティ形成過程において,消 費者がいかなる自己イメージを構築

するために,い かなる情報探索を行うのか,自 己 ・他者 との相互作用はいかなるプロセス
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を 経 て 実 現 す る の か と い う,ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 動 機 に 基 づ く消 費 者 の コ ミュニ ケ ー

シ ョン行動 を よ り精 緻 に と らえ る こ とが 求 め られ る。

(2)製 品の購買後の消費行動

そして,本 研究で述べてきた独 自の消費経験によるアイデンティティ形成は,い うまで

もなく,製 品の購買後の消費行動である。本稿でも主張するように今日では,消 費者によ

るアイデンティティの形成 という,自 身の生きがいをかけた欲求が製品購買の大きな原動

力になるばかりではなく,ア イデンティティ形成欲求に基づ く消費は,製 品の購買時のみ

ならず,購 買後 も消費者は熱心に製品使いこなしや他製品との組み合わせを創意工夫 した

り,同 じ製品を利用するユーザーと関係を形成するのである。 これまでの消費者行動の研

究は,購 買前の消費者行動がその議論の焦点になることがほとんどであり,購 買後の消費

については論 じられることが少なかった。購買後の情報探索 も,こ れまでは進行的探索と

して購買後の知的欲求を満たすための情報探索 として位置づけられてきた。今日の消費者

の行動をよりリアルに理解するためには,こ うした消費者の購買後の情報行動,さ らには

関係構築行動をさらに深 く解明することが必要 となろう。また,本 稿でとりあげた消費に

よるアイデンティティ形成 という概念 と枠組みはその1つ のアプローチとなろう。

(3)オ ンライン・コ ミュニティにおける消費者行動研究

本研究では,オ ンライン空間において消費者は,自 発的な消費者同士の情報交換が行わ

れ,さ らには製品の情報交換関係を超えた心的つなが りを生み出しているということを明

らかにした。またオ ンライン・コミュニティにおける,実 際の消費者間の情報交換を観察

すると製品の購買後の使用過程に関わる情報交換が多い。 しか し既存のオンライン空間に

おける消費者行動に対する研究をみると,こ れまでの消費者行動論で展開されてきた消費

者個人の購買意思決定プロセスにおける情報探索や製品評価に及ぼす影響を論 じることが

その研究の主な焦点となっている㈲。また,後 者の心的つなが りを持 った関係の創出につ

いては,あ る製品を消費する一過程としての消費者行動という視点からの説明はなされて

いない。本稿の議論は,そ のようなオンライン空間における消費者行動の議論としても,

購買後の消費者が製品に関わる情報交換を行い,心 のつながりを持った関係を構築する本

質的な要因を説明するものだと言えよう。

⑮ 澁 谷[2004a],澁 谷[2004b]な ど を参 照 の こ と。
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2.マ ー ケ テ ィ ング に 対 す る 示 唆

さ らに,本 稿 の議 論 は現 代 の マ ー ケ テ ィ ン グに 対 して,次 の よ うな 示 唆 を もつ。 まず1

つ 目は,こ れ ま で独 自の消 費経 験 に よ る ア イ デ ンテ ィテ ィの 形 成 は,単 一 製 品 の購 買 で は

実 現 せ ず 自分 な りの消 費価 値 観 に従 った取 揃 え に よ って実 現 す る と され,企 業 は 消 費者 の

生 活 や消 費 に対 す る価 値 観 に従 った 品揃 え を提 供 す る こ とが求 め られ る と され て き た。 そ

れ だ けで な く本 稿 の議 論 か らは,消 費 者 の ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 に は そ の取 揃 え た製 品1

つ を と って も,自 分 好 み に カ ス タ マ イ ズ で き る こ と,ま た そ れ は必 ず し も容 易 な もの で な

くと も,そ の カ ス タ マ イ ズの た め の 創 造 的 ・挑 戦 的 な経 験 自体 が ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 の

鍵 とな る こ とが み て とれ る。 さ らに重 要 な の は,人 々が 消 費 に よ って ア イ デ ンテ ィテ ィの

形 成 を 求 め れ ば 求 め る ほ ど に,消 費 者 の 個 性 化 競 争 は盛 ん に な り,結 果 と して消 費 を多 様

化 させ,そ の こ とは,消 費 者 の ア イデ ンテ ィテ ィ形 成 それ 自体 を も困 難 に した と い う現 実

で あ る。 そ して そ の よ うな 現 代 で は ア イデ ンテ ィテ ィ形 成 の た め の消 費 に は,消 費 に対 す

る価 値 観 を 共 有 で き る関 係 ・コ ミュニ テ ィが 必 要 不 可 欠 とな る と い う こ とが 本 稿 の 議 論 か

ら指摘 す る こ とが で き る。 自 らの 製 品 を 使 う こ とを,消 費 者 の ア イ デ ンテ ィ テ ィ と して も

ら う こ とを望 む マ ー ケ ター は,コ ミュニ ケ ー シ ョンの 場 を 重 視 した コ ミュニ テ ィ戦 略 が 求

め られ よ う。 つ ま り,消 費者 同 十,企 業 と消 費 者 が 製 品 に対 す る情 報 交 換 や 思 いを 語 り合

い,ユ ー ザ の ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 を 支援 す る ブ ラ ン ド ・コ ミュニ テ ィ(16)をイ ンター ネ ッ

ト上 で あ る か否 か に 関 わ らず育 成 す る こ とが,消 費者 の ロイ ヤ ル テ ィを 高 め る と考 え られ

る の で あ る。

3.本 研 究 の限 界 と課 題

本 稿 で は,消 費 者 の ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 動 機 に基 づ く,オ ン ライ ン空 間 で の 消 費者 行

動 を検 討 して き た。 しか し,本 論 で は消 費 者 の ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成過 程 に お け る消 費行

動 や意 識 の変 容 を ダ イ ナ ミック に と らえ る こ とは で き て い な い。 ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 動

機 に基 づ く,オ ンラ イ ン空 間 に お け る コ ミュ ニ ケ ー シ ョンは,そ の過 程 に お い て 消 費者 の

自 己 イ メ ー ジの あ り方 や,そ れ を表 現 した後 の他 者 か らの反 応 な どに よ って,そ の ア イ デ

ンテ ィテ ィの あ り方 に も変 化 を及 ぼす と考 え られ る。 そ う した 消 費者 の ア イ デ ンテ ィテ ィ

の あ り方 は,オ ン ラ イ ン空 間 に お い て い か に変 容 し,ま た そ の 変 化 は 消 費 者 の ア イ デ ン

テ ィテ ィ形 成 動 機 の変 化 と して,さ ら に オ ン ラ イ ン空 間 に お け る消 費 者 の コ ミュニ ケ ー

⑯MunizandO'Guinn[2001],McAlexander,Schouten,andKoenig[2002],久 保 田[2003]

な ど を 参 照 の こ と 。
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シ ョ ン行 動 に いか な る変 化 を及 ぼす の か。 さ らに,ア イ デ ンテ ィテ ィを形 成 しよ う とす る

消費者個々人の存在価値は,消 費者同士の相互作用の中でいかにして意味づけられるの

か 。 今 後 は,こ う した オ ンラ イ ン空 間 に お け る消 費者 の コ ミュニ ケ ー シ ョン行 動 とア イ デ

ンティティ形成行動 との関係をよりダイナ ミックに明らかにするための実証方法を検討す

る こ と が求 め られ よ う。

ま た,本 稿 で は,掲 示 板 な どの オ ン ライ ン ・コ ミュニ テ ィやWebサ イ トを対 象 と して,

や り と り され る情 報 の 内容 の分 析,そ して ネ ッ ト ・ユ ー ザ ー へ の ア ンケ ー ト結 果 か ら消 費

者 の オ ン ライ ン行動 を論 じて きた。 しか し,そ れ らは オ ン ラ イ ン空 間 にお け る ほん の ご く

一・部 の ユ ー ザ ー や サ イ トを 対 象 と した 調 査 結 果 に 基 づ くもの で あ った と いえ る
。 今 後 様 々

な 消 費者 や コ ミュニ テ ィ,ま たWebサ イ トを 対 象 と して 調 査 を行 う必 要 が あ ろ う。 消 費

者が消費によって,自 分自身が何者であるということを知 り,ま たそうした自分自身が社

会において存在することの価値を実感するといったことは,消 費者自身です らも漠然とし

た実感の中で行っている行為であり,研 究として確かにそのプロセスや個人の働きかけを

とらえることの難 しい行為である。本稿の議論自体 も現代の消費者のアイデンティティ形

成の態様を明 らかにしようとした探索的なものであり,今 後さらに実証方法を含めた再検

討 が 求 め られ る。
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